
例会報告
●第2156回例会　平成28年12月21日（水）晴

●12月は疾病予防と治療月間

●ロータリーソング　　四つのテスト

●出席報告　　会員　　　名中　　出席63名

　　　　　　　出席率67.74％　修正出席率86.60％
（12月７日分）

●ゲスト紹介
　鈴木建吾名古屋東ＲＣ会長
　国府谷俊盛名古屋東ＲＣ幹事

●ニコボックス
　「３月６日の講演会のご案内に伺わせていただきまし
た。よろしくお願い申し上げます。」

名古屋東ロータリークラブ　鈴木　建吾会長
　国府谷俊盛幹事

　「本日は卓話をつとめさせていただきます。よろしくお
願いします。」　　　　　　　　　　　福田哲三君

　「今年、１年お疲れさまでした。来年、また元気にお
会いしましょう。」
安井隆豊君、小南速雄君、宮下幸二郎君
平木聖三君、南　喜幸君、柏木博喜君
横井辰幸君、槇野智之君、上野山　進君
服部　滋君、岩田玄知君、加治佐健二君
武藤　博君、加藤一郎君、髙木一平君
田尻幹夫君、南舘哲也君、千住憲夫君
増田靖憲君、須賀邦一郎君、相羽繁生君
浅野　洋君、松原忠久君、久保和彦君
伊藤勝康君、福井義和君、佐藤公俊君
田中知克君、服部雅紀君、加藤智弘君
林　　司君、本多國泰君、内間三好君
夏目　稔君、柏木順壱君、花橋日出夫君
國分孝雄君、安井信之君、亀井敏勝君
加藤寿彦君、山本秀樹君、天野俶明君
梶田浩太郎君、大森和仁君、黒田史郎君
桑山卓也君、　田正道君、坂倉弘康君

本日のニコボックス　 3件  103,000円
　累　　計　　92件　856,000円

柏木博喜幹事報告
▽当クラブ行事予定
　・12月21日（水）　本日、例会終了後、理事会を開

催致します。
※理事及び役員のご出席をお願い致します。

　・12月28日（水）、2017年1月4日（水）　規定休日のため、
休会です。

　2017 年
　・１月11日（水）　通常例会です。
　・１月18日（水）　新春夜間例会です、時間は 18

時〜です。場所はウェスティン
ナゴヤキャッスルです。

※お昼の例会はございません。
　・２月10日（金）　東名古屋分区ＩＭです。

２月８日（水）が例会変更となり
ます。
受付　15 時
式典・講演　16 時〜17 時 45 分
懇親会　18 時〜20 時
場所は名古屋東急ホテルです。

※本日、ＩＭのご案内を配布しております。

髙木一平会長挨拶
“クリスマス大嫌い”
　昔からクリスマス騒ぎが嫌いでした。宴会やパーティ
は大好きですし、もちろんクリスマスがキリスト教徒に
とって大変重要なイベントであることも承知しています。
　私が嫌なのはキリスト教徒でもなく、クリスマスの意
味など理解しようともしない日本人が、クリスマスに便乗
してただ騒いで遊ぶ、その卑しい心根です。この時期、
日本列島が「物欲と性欲のるつぼ」となっています。
最近ではその延長線上で、ハローウィンの仮装バカ騒ぎ
が急速に広まっていますが、これなどもっと嫌いです。
世界広しといえども異教徒なのにクリスマスを有り難が
るのは日本人だけでしょう。正月は神道、結婚式はキリ
スト教、死んだら仏教と言うような日本人の節操のない
宗教へのかかわり方は、一神教の信者から見れば全く
理解できないはずです。
　私はイエス様のことを大変尊敬しています。若い頃は
もう少しでキリスト教に入信するかという時もありました。
だからこそあのバカ騒ぎに余計に腹が立つのです。騒
ぐならその前にまず聖書を開き、主イエスの生涯を勉
強し、敬虔な気持ちで教会のミサに出席し、それから
品よく、控え目に騒いでもらいたいものです。間違って

もクリスマスイブにおねえちゃんとホテルにしけこもうな
どと考えてはいけません（他の日なら大丈夫です）。
　しかしこのバカ騒ぎを百歩譲って無理矢理好意的に見
れば、日本人の寛容さとおおらかさを表していると考え
られなくもありません。この特異性はほぼ日本だけのも
のですから、この思想（思想などと偉そうにいえるほど
のものではないが）を逆に世界に発信して、世界平和
に役立てるという発想は、ひょっとしたらありかも知れ
ません。何ともおバカな発想ですが、キリスト教、イス
ラム教、仏教、ユダヤ教、ヒンズー教、それぞれのお
祭り日に、関係のない日本人が中心になって他教徒も狩
り出して祭りに参加させてどんちゃん騒ぎをすれば、世
界が少しだけ平和になるかもしれません。

卓　話
フィリピンの疾病予防と治療月間に因んで

会員　福　田　哲　三
　12月は「疾病予防と治療」月
間ということで私が委員長を拝命
している地区職業研修チーム委
員会(VTT: Vocational Training 
Team)の医療研修活動を中心にお
話しします。
　ＶＴＴは2010年のロータリー財
団「未来の夢計画」発足に合わ
せて従来のＧＳＥ（Group Study 
Exchange＝研究グループ交換）
プログラムに代わってスタートした

新しい取り組みです。従来のＧＳＥが親睦・交流的な
側面が大きかったのに対し、ＶＴＴはより専門的・実務
的に海外で研修を行うものです。つまり専門家のチーム

（通常５〜６名程度）を海外に派遣し、現地のニーズに
合わせて技術指導を行う、あるいは海外からチームを
招聘して指導を行います。当地区では「未来の夢計画
」発足当初から７年続けてチームを派遣していますが、
いずれも「疾病予防と治療」をテーマとしてきました。
アメリカ・オーストラリア・カナダ・フィリピン・マレー
シア・インドネシアに続き、今年はつい先週再びフィリ
ピン・ケソン市（第3780地区）で腹腔鏡手術の技術
指導を行ってきました。フィリピン政府から臨時の医師
免許を取得して、実際にオペを行いながらの指導です。
　当委員会で地区事業としてロータリー財団のグローバ
ル補助金を使って事業を行っています。つまり海外の相
手地区との共同プロジェクトとなりますので、相手地区
との入念な打ち合わせが求められます。毎回500万円〜
800万円ほどの経費をかけますのでしっかりと準備を行
い、より効果的で持続可能な事業となるよう心がけてい
ます。従って、毎回事前打ち合わせで現地に２回程度
訪問し（自費）、１年半程度の準備期間を経て実行して
います。つまり委員会では毎年複数のＰＪを同時に進め
ていることになります。
　さて、今回のケソン市での研修ですが、ケソン市長
もロータリアンであり、また事前にＭＯＵ（覚書）を交
わしてケソン市の継続的な協力も取りつけていましたの
で、15例の手術や２日間のシンポジウムを含めすべてス
ムーズに終わりました。もちろん竹山廣光名古屋市立大
学消化器外科教授をリーダーとする外科医４名、看護師
１名、臨床工学技士１名のメンバーの皆さんの奮闘のお

かげであります。連日、朝８時にはケソン市立総合病
院に入り、夕方６時〜８時近くまで自らも執刀しながら
熱心な指導を行っていただいたことに深く感謝します。
　また地区事業ということで服部ガバナーや中村財団委
員長にも現地入りしていただき、研修の視察のほかに
3780地区のラモス・ガバナーや地元ロータリアンたちと
の交流に頑張っていただきました。毎晩繰り広げられる
歓迎パーティを含め現地での数々のロータリー活動を通
して多くのロータリアンたちと触れ合うことができること
はロータリーの醍醐味です。今年５月のソウルでの世界
大会でも多くの仲間たちとの再会に盛り上がりました。
　フィリピンではＶＴＴ活動のほか、「ゴミの山」周辺
に暮らす貧困家族（ゴミを収集して生計を立てています）
の子供たちへの教育支援や、住宅を建てて転居させる
住宅プロジェクト、さらにはロータリークラブ所有の移
動診療車による遠隔地での無料診療ＰＪなど地元コミュ
ニティへのサービス活動が活発に行われており、また
ロータリアンたちも自らその活動を楽しんでいます。
　次年度のＶＴＴの相手は3292地区（ネパール・ブー
タン）を予定しています。テーマはやはり「疾病予防
と治療」。すでに両地区のガバナーエレクトには来年１
月のサン・ディエゴでの国際協議会で会っていただくよ
う段取り済みです。私の委員長としての役割は来る６月
30日までですが、次年度のＶＴＴ委員会のメンバーが頑
張ってくれると思います。
　最後になりましたが、ロータリー財団100周年を祝った
チャリティ用のタオルの制作にあたりまして片桐さんに大
変お世話になりました。ジョン・Ｆ．ジャームＲＩ会長
も喜んで３枚買ってくれました。ありがとうございました。

●第６回理事会（平成28年12月21日（水）例会終了後
　ウェスティンナゴヤキャッスル）
・次年度地区委員会出向の件
・下期年会費の件
・内藤博文君、的場武史君退会の件
・その他

●１月度誕生日祝福
　　　　会　　員　　　　　　　　ご 夫 人
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30日までですが、次年度のＶＴＴ委員会のメンバーが頑
張ってくれると思います。
　最後になりましたが、ロータリー財団100周年を祝った
チャリティ用のタオルの制作にあたりまして片桐さんに大
変お世話になりました。ジョン・Ｆ．ジャームＲＩ会長
も喜んで３枚買ってくれました。ありがとうございました。

●第６回理事会（平成28年12月21日（水）例会終了後
　ウェスティンナゴヤキャッスル）
・次年度地区委員会出向の件
・下期年会費の件
・内藤博文君、的場武史君退会の件
・その他

●１月度誕生日祝福
　　　　会　　員　　　　　　　　ご 夫 人

○このウィクリーは再生紙を使用しております。

例会 月日 今後の予定

第2157回
上村晋也歴代会長

「ロータリー昔話」
１.11

第2158回 １.18
新春夜間例会　18：00〜
ウェスティンナゴヤキャッスル

（お昼の例会はございません）

田尻幹夫　君
渡邉泰幸　君
小池康資　君
槇野智之　君
須賀邦一郎　君
蜂須賀太郎　君
天野清美　君
天野俶明　君
岩田玄知　君
谷　喜久郎　君

（１月２日）

（１月３日）

（１月８日）

（１月８日）

（１月８日）

（１月18日）

（１月20日）

（１月21日）

（１月26日）

（１月27日）

天野俶明　夫人
蜂須賀太郎　夫人
倉本　徹　夫人
小松佳史　夫人
中条忠直　夫人
夏目　稔　夫人
山原茂光　夫人
松下　剛　夫人
上野山　進　夫人
山下寛高　夫人
今井明雄　夫人

（１月２日）

（１月２日）

（１月２日）

（１月４日）

（１月８日）

（１月10日）

（１月10日）

（１月11日）

（１月13日）

（１月19日）

（１月31日）


